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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ス バ ー ナ ー （ ２ ） 及 び 送 気 フ ァ ン （ １ ９ ） を 含 む 送 気 ブ ロ ア ー （ ４ ） を 備 え る と 共 に 、  
路 面 に 指 向 さ せ た 複 数 の 熱 風 噴 出 孔 （ ９ ） 及 び 熱 風 噴 出 口 （ １ ０ ） が 設 け ら れ た フ ロ ン ト  
ヒ ー タ ー （ １ ） と 、 前 記 送 気 ブ ロ ア ー （ ４ ） か ら の 熱 風 を 送 気 す る 燃 焼 筒 （ ３ ） に 連 通 さ  
れ る と 共 に 、 路 面 に 指 向 さ せ た 複 数 の 熱 風 噴 出 孔 （ １ ７ ） が 設 け ら れ た パ イ プ 状 の サ イ ド  
ヒ ー タ ー （ １ １ ） と か ら な り 、 自 走 式 の ア ス フ ァ ル ト フ ィ ニ ッ シ ャ ー （ Ａ Ｆ ） に 搭 載 さ れ  
て 、 ア ス フ ァ ル ト 合 材 の 掻 き 解 し 位 置 と 掻 き 解 し 直 後 の ア ス フ ァ ル ト 合 材 に 対 し て 、 転 圧  
時 等 の 後 工 程 に 必 要 な 熱 量 の 熱 風 を 噴 出 し て 付 与 す る 熱 風 式 ジ ョ イ ン ト ヒ ー タ ー の 制 御 シ  
ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） へ の ガ ス の 供 給 及 び 停 止 、 点 火 プ ラ グ （ ６ ） の 着 火 を 少 な  
く と も １ 個 の ト ル グ ス イ ッ チ （ １ ８ ） の オ ン オ フ の み で 行 う こ と 、
  熱 風 制 御 回 路 （ ３ ０ ） が 、 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ナ イ タ ー （ １ ６ ） の オ ン ／ オ フ リ レ ー 回 路  
（ ２ ０ ） 、 ガ ス バ ル ブ の 開 閉 リ レ ー 回 路 （ ２ １ ） 及 び 送 風 フ ァ ン の 電 源 リ レ ー 回 路 （ ２ ２  
） に 接 続 さ れ る と 共 に 、 車 両 の 発 信 ／ 停 止 ス イ ッ チ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る こ と 、
  ま た 、 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ニ ッ シ ョ ン （ ２ ３ ） へ の 通 電 を 制 御 す る ガ ス 点 火 用 リ レ ー （ ２  
０ ） と ガ ス バ ル ブ （ ２ ７ ） 、 前 記 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ニ ッ シ ョ ン （ ２ ３ ） と 接 続 さ れ 、 か つ  
ア ス フ ァ ル ト フ ィ ニ ッ シ ャ ー （ Ａ Ｆ ） の 発 進 ／ 停 止 に 連 動 す る ス イ ッ チ （ １ ８ ） と を 備 え  
、 前 記 ガ ス 点 火 用 の 第 １ の リ レ ー 回 路 （ ２ ０ ） と フ ロ ン ト ヒ ー タ ー （ １ ） を 制 御 す る 第 ２  
の リ レ ー 回 路 （ ２ １ ） と 、 サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） を 制 御 す る 第 ３ の リ レ ー 回 路 （ ２ ２ ）  
を 備 え て い る こ と 、
  さ ら に 、 ガ ス 点 火 用 ス イ ッ チ で あ る イ グ ニ ッ シ ョ ン プ ラ グ （ ２ ３ ） の オ ン ／ オ フ リ レ ー  
回 路 が タ イ マ ー リ レ ー （ ２ ４ ） に 接 続 さ れ る と 共 に 、 ガ ス バ ル ブ （ ２ ７ ） の 開 閉 リ レ ー 回  
路 （ ２ １ ） が 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ て い る 熱 風 制 御 回 路 （ ３ ０ ） を 備 え  
、
  熱 風 の 温 度 を 熱 電 対 （ ３ ２ ） で 検 知 し て 、 ガ ス バ ー ナ ー （ ２ ） に 供 給 さ れ る ガ ス 量 を 調  
節 す る こ と に よ り 、 燃 焼 量 を 制 御 す る と 共 に 、 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー （ ２ ６ ） で 、 フ ロ ン ト  
熱 風 吹 き 出 し 温 度 を ２ ３ ０ ℃ ～ ３ ０ ０ ℃ 、 サ イ ド ヒ ー タ ー 熱 風 吹 き 出 し 温 度 を １ ５ ０ ℃ ～  
２ ０ ０ ℃ に 自 動 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 熱 風 式 ジ ョ イ ン ト ヒ ー の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ロ ン ト ヒ ー タ ー （ １ ） に 代 え て サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） の 熱 風 噴 出 パ イ プ （ １ ４ ） を フ  
ロ ン ト ダ ク ト パ イ プ （ １ ４ ａ ） と リ ア ダ ク ト パ イ プ （ １ ４ ｂ ） に 分 岐 し て 熱 風 を 各 々 そ の  
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熱 風 噴 出 孔 （ １ ７ ） か ら 噴 出 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 風 式 ジ ョ  
イ ン ト ヒ ー タ ー の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
ガ ス の 供 給 を プ ロ パ ン ガ ス ボ ン ベ （ ３ ５ ） か ら 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項  
２ 記 載 の 熱 風 式 ジ ョ イ ン ト ヒ ー タ ー の 制 御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
 こ の た め 本 発 明 は 、 ガ ス バ ー ナ ー （ ２ ） 及 び 送 気 フ ァ ン （ １ ９ ） を 含 む 送 気 ブ ロ ア ー （  
４ ） を 備 え る と 共 に 、 路 面 に 指 向 さ せ た 複 数 の 熱 風 噴 出 孔 （ ９ ） 及 び 熱 風 噴 出 口 （ １ ０ ）
が 設 け ら れ た フ ロ ン ト ヒ ー タ ー （ １ ） と 、 前 記 送 気 ブ ロ ア ー （ ４ ） か ら の 熱 風 を 送 気 す る
燃 焼 筒 （ ３ ） に 連 通 さ れ る と 共 に 、 路 面 に 指 向 さ せ た 複 数 の 熱 風 噴 出 孔 （ １ ７ ） が 設 け ら  
れ た パ イ プ 状 の サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） と か ら な り 、 自 走 式 の ア ス フ ァ ル ト フ ィ ニ ッ シ ャ  
ー （ Ａ Ｆ ） に 搭 載 さ れ て 、 ア ス フ ァ ル ト 合 材 の 掻 き 解 し 位 置 と 掻 き 解 し 直 後 の ア ス フ ァ ル  
ト 合 材 に 対 し て 、 転 圧 時 等 の 後 工 程 に 必 要 な 熱 量 の 熱 風 を 噴 出 し て 付 与 す る 熱 風 式 ジ ョ イ  
ン ト ヒ ー タ ー の 制 御 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） へ の ガ ス の 供 給 及 び 停 止 、 点 火 プ ラ グ （ ６ ） の 着 火 を 少 な  
く と も １ 個 の ト ル グ ス イ ッ チ （ １ ８ ） の オ ン オ フ の み で 行 う こ と 、
  熱 風 制 御 回 路 （ ３ ０ ） が 、 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ナ イ タ ー （ １ ６ ） の オ ン ／ オ フ リ レ ー 回 路  
（ ２ ０ ） 、 ガ ス バ ル ブ の 開 閉 リ レ ー 回 路 （ ２ １ ） 及 び 送 風 フ ァ ン の 電 源 リ レ ー 回 路 （ ２ ２  
） に 接 続 さ れ る と 共 に 、 車 両 の 発 信 ／ 停 止 ス イ ッ チ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る こ と 、
  ま た 、 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ニ ッ シ ョ ン （ ２ ３ ） へ の 通 電 を 制 御 す る ガ ス 点 火 用 リ レ ー （ ２  
０ ） と ガ ス バ ル ブ （ ２ ７ ） 、 前 記 点 火 プ ラ グ 用 イ グ ニ ッ シ ョ ン （ ２ ３ ） と 接 続 さ れ 、 か つ  
ア ス フ ァ ル ト フ ィ ニ ッ シ ャ ー （ Ａ Ｆ ） の 発 進 ／ 停 止 に 連 動 す る ス イ ッ チ （ １ ８ ） と を 備 え  
、 前 記 ガ ス 点 火 用 の 第 １ の リ レ ー 回 路 （ ２ ０ ） と フ ロ ン ト ヒ ー タ ー （ １ ） を 制 御 す る 第 ２  
の リ レ ー 回 路 （ ２ １ ） と 、 サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） を 制 御 す る 第 ３ の リ レ ー 回 路 （ ２ ２ ）  
を 備 え て い る こ と 、
  さ ら に 、 ガ ス 点 火 用 ス イ ッ チ で あ る イ グ ニ ッ シ ョ ン プ ラ グ （ ２ ３ ） の オ ン ／ オ フ リ レ ー  
回 路 が タ イ マ ー リ レ ー （ ２ ４ ） に 接 続 さ れ る と 共 に 、 ガ ス バ ル ブ （ ２ ７ ） の 開 閉 リ レ ー 回  
路 （ ２ １ ） が 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ て い る 熱 風 制 御 回 路 （ ３ ０ ） を 備 え  
、
  熱 風 の 温 度 を 熱 電 対 （ ３ ２ ） で 検 知 し て 、 ガ ス バ ー ナ ー （ ２ ） に 供 給 さ れ る ガ ス 量 を 調  
節 す る こ と に よ り 、 燃 焼 量 を 制 御 す る と 共 に 、 温 度 コ ン ト ロ ー ラ ー （ ２ ６ ） で 、 フ ロ ン ト  
熱 風 吹 き 出 し 温 度 を ２ ３ ０ ℃ ～ ３ ０ ０ ℃ 、 サ イ ド ヒ ー タ ー 熱 風 吹 き 出 し 温 度 を １ ５ ０ ℃ ～  
２ ０ ０ ℃ に 自 動 制 御 す る こ と を 第 １ の 特 徴 と す る 。 ま た 、 フ ロ ン ト ヒ ー タ ー （ １ ） に 代 え  
て サ イ ド ヒ ー タ ー （ １ １ ） の 熱 風 噴 出 パ イ プ （ １ ４ ） を フ ロ ン ト ダ ク ト パ イ プ （ １ ４ ａ ）
と リ ア ダ ク ト パ イ プ （ １ ４ ｂ ） に 分 岐 し て 熱 風 を 各 々 そ の 熱 風 噴 出 孔 （ １ ７ ） か ら 噴 出 す  
る よ う に し た こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。 ま た 、 ガ ス の 供 給 を プ ロ パ ン ガ ス ボ ン ベ （ ３ ５ ）
か ら 行 う こ と を 第 ３ の 特 徴 と す る 。
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